
トライアルについて
ABOUT TRIAL

."34�Ր੕
ɹʕ�നͱࠇのӉ஦

かͭͯจ߽ϰΟΫトϧ・Ϣΰー͸ɺ෩ܠ͸Ұछのจͩࣈͱͬݴたͦ͏ͩɻ
ͱ͍͏͜ͱ͸ɺࣗવのかたͪかΒ生まΕたจࣈ΋Ұͭの෩ܠͰ͋るɻ
/"4"の୳ࠪࡱ͕ػӨしたӉ஦のਆൿ͕生みग़したඒし͍造形にɺ
จࣈͱ೔ຊの伝౷的ͳඒのੈք・薄墨を͖ڹ߹Θͤͯみたɻ

඼コンセプト࡞˔

「஍ّٿと火星ّをฒ΂てோめて、いつも宇宙のことを

われたこݴయさんに޹えなさい」と、宇宙ֶऀのদҪߟ

とがあります。火星とਓؒのؔ܎、宇宙とਓؒのؔ܎を

えてはいるもߟえΖ、というわけです。それからຖ日ߟ

のの、なかなか宇宙までߦきணけͣにいます。

ɹというわけで、今回は火星の写真を使いました。஍ٿ

を撮っているਓはたくさんいても、火星までߦって撮影

することはできません。そもそも宇宙とはどういうもの

なのか、火星がどういう星なのか、զʑにはまだまだ෼

からない。өըでもখઆでもよく火星ਓがొ৔するとこ

Ζを見ると、何かいてもよさそうなؾもします。

ɹこの火星の写真は、今೥の冬、ある写真ूで見つけま

した。そこにҾ用されていたϰィクトルɾϢゴーの「෩

葉に৮ൃされたことが、火星をモݴだ」というࣈはจܠ

νーϑに選んだきっかけです。しかし、火星というのは

なんとも遠い。あまりに遠いとこΖなので、ਓؒとして

の「චḝ」のようなもの、ਓؒのࠟ੻をどうしてもೖれ

たくなりました。本౰は火星ਓがいるなら࿈れてきてॻ

をॻいてもらってೖれたいとこΖですが、そういうわけ

にもいきません。そこで火星の写真とਓؒのࠟ੻として

චḝを一ॹにฒ΂ることにしました。

ҙਤ࡞੍˔

ɹかつて๻はデβインの本質はϤーロού΍アメリカに

あるのだΖうと౰然ながら思っていました。日本のタイ

ポグラϑィをۃめるにはॻのྗがඞཁだと思うように

なったのは、それからͣいͿんؒ࣌がܦってからのことで

す。Ҏલに出඼した展覧会「+6.1*N( 5:10(3A1):

༂るจࣈɾ஄Ήࣈ׆ʕ現ࡏに͓けるจࣈ世界ʕ」（���4

೥ʗ0美ज़ؗ）でのରஊで、ॻՈのੴ川۝༶さんの「ॻ

をࣺてると日本は໓ͼる。චḝは思ߟする」というݴ葉

に感ಈしたのがきっかけでした。ੴ川さんに૬ஊすると

「ॻかなきΌだめだ」とݴわれ、それからᑵॻを��೥、૲

ॻを��೥ものؒ、ॻきଓけてきました。その͓か͛で薄

墨に濃い一本のઢをೖれることで、Ϥーロούਓ、アメ

リカਓにはできないことができたように思います。

ɹ何より、薄墨は日本ਓの美の中で一൪きれいなもので

す。ըՈɾ長谷川等伯の、ໄにかすんだদの໦はもっと

も৺に࢒る絵ですし、あれを見ると「ああ、日本だなあ」

という感͡がしてきます。濃い墨と薄墨が実にうまく使

われている等伯の世界を織りこみたいとߟえ、「.A3S」

のจࣈは薄墨でつくりました。

ɹਓؒのࠟ੻としての絵にはචḝをೖれようと思い、ᑵ

ॻの原点ともݴう΂き点をは͡め、かすれ΍薄墨などの

චḝから、ਓؒのखのࠟ੻としてジϟクιンɾポロοク

΍「खॻಓ」を੝りこみました。そういうҙຯでは、౦

༸のデβインと੢༸のデβインの出会いというҙຯもؚ

んだ࡞඼です。

ɹ��೥、すぐには໾にもཱたないྟॻをଓけています

が、今回、その݁࿦がଟগは出るのではないかと思って

います。

ઙ༿ݾࠀ�ɹKATSUMI ASABA
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トライアルプロセス
TRIAL PROCESS

トリプルトーン
モノトーンの調子を豊かに再現する
ために、3色（3版）で表現する手法。

調子版
なめらかな調子を表現するための、
微妙な濃淡の版。または、絵柄の調
子の差をより強調して出すために使
用される版のこと。

色浮き
CMYKのバランスが崩れて、特定の
色相に色が偏ること。

ハイキー
ハイライト部分が多く、陰影の少な
い表現のこと。全体に光が回って明
るい雰囲気の調子。反対語：ローキー

メジウム（メディウム）
インキの特性を変えずに濃度を落と
すための無色透明な希釈剤のこと。

Art Director 浅葉 克己  ×  Printing Director 長谷川 太二郎

造形的迫力を伝えるモノトーンの写真表現 薄墨の滲
にじ
み・溜まりを生かした無彩色の表現

白と黒の宇宙を見応えある表現に高
めるため、銀を使用することにし
た。銀版をベースに、モノクロ写真
表現で使われているトリプルトーン
を重ねた4版が基本設計。銀版は原
稿ごとに色の重なりで表情を出す、
質感を生かす、銀とスミのバランス
をとるなど、それぞれの個性に合わ
せてつくり込んだ。

薄墨の繊細な調子をつくりだすため
のダブルトーン設計。柔らかい色合
いをつくるベース版と、コントラス
トをつけて濃淡の調子を表現する調
子版を元に、スミと銀インキの組み
合わせを試みた。

トリプルトーンと
銀の共存

銀インキによる
モノトーン表現

「この冬出会ったもっとも印象的な写真が、NASAの探査機が高解像度カメラで撮影した火星でした。自然が織り
なす造形をモノトーンに置きかえると、そこには墨絵を彷彿させる造形美の世界が広がっているように思えます。
今回はNASAが公開した何万点ものデータの中から選りすぐり、見応えのある写真表現を目指してみます」

「薄墨は日本のアート表現の中でもっとも美しいものの一つです。長谷川等伯に代表される繊細で深遠な墨絵は、
まさに “白と黒の宇宙” の広がりを思わせます。この実験では今回の展覧会ポスターのために描いた薄墨によるロ
ゴを用いて、単純な再現ではない、銀を使った新しいモノトーン表現の可能性を探りました」

銀＋トリプルトーン
モノトーンの写真表現は
印刷技術がかなり確立さ
れた分野だが、今回はあ
えてもう一歩踏み込み、
銀インキを中心にした製
版設計に挑戦した。銀イ
ンキのベタはスミ45%
と同程度の明度になる。
そこでグレートーンの一
部を銀に置き換えて自然
に溶け込ませ、さらに
シャドウ部の下地、濁り
のないライトトーン、岩
石の金属的な質感などの
表現に生かしてみた。そ
の結果、陰影に強いコン
トラストが生まれ、豊か
な表情と立体感を際立た
せることができた。

スミのトリプルトーン
モノクロの写真表現の一つ。階調の幅が広く、非常
に強いコントラストを出すことができる。

銀＋トリプルトーン
銀をモノクロの階調と自然に溶け込ませた。強いコ
ントラストが出るだけでなく、立体感が際立った。

4色モノトーン（CMYK）
通常の写真分解による、プロセス4色を使ったモノ
トーン。柔らかな仕上がりだが、色浮きしやすい。

スミの1色モノトーン
もっとも基本的なモノクロ表現。階調が狭く、コント
ラストは出るが中間調のボリューム感が出しにくい。

NASAの火星探査機（マーズ・
リコネサンス・オービター）搭
載の高解像度カメラ（HiRISE）
で撮影された火星地表のデジタ
ル画像
Image：NASA/JPL/University 
of Arizona

原稿

半紙に薄墨で描いたロゴ

原稿

銀（調子版）＋特色グレー（ベース版）
コンセプト “白と黒の宇宙” から、単純にスミ
インキではなく、無彩色のインキである銀をグ
レーインキとして用いてみることにした。銀を
メジウムで薄めると、スミインキベースのグ
レーとは一線を画した明るくてニュートラルな
グレーとなる。濁りの少ない明るいグレーによ
り、ハイキーで緩やかな調子をつくることがで
きた。

銀（調子版）＋特色グレー（ベース版）
銀の上に刷られたグレーで銀の効果がかなり抑制さ
れているものの、さりげない光沢感がある。

特色グレー（ベース版）＋特色グレー（調子版）
もっとも一般的に用いられるダブルトーンの掛け合
わせ。若干だが赤みを帯びている。

銀（ベース版）＋特色グレー（調子版）
ベースの銀版と調子を補うグレー版との組み合わ
せ。調子の大部分を構成している銀の効果が強い。

マット銀（ベース版）＋特色グレー（調子版）
銀をマットニスで薄めることで、銀の光沢感を落と
し、さらにグレー版を重ねて抑制した。

プロセスインキ
印刷で使用する基本4原色のこと。
シアン（C）、マゼンタ（M）、イエロー

（Y）、ブラック（K）からなる。CMYK
と表すこともある。
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FINISH
શ࡞඼とディςール

Designɿ浅葉 克己ɹImageɿNASA/JPL/University of Arizona
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用ɹɹ紙：ハイマッキンレー（マットエレΨンス）
ɹɹɹɹɹ࢛࿡൑ɹ���Lg
版の構成： 特色銀（金ࠞೖ）ɣ 特色グレーˠ特色ス

ミ（金ࠞೖ）ɣ 特色スミ（金ࠞೖ）ɣ 特色
スミ（スリーエイト）ɣ グロスニス

「+ɾポロοクのように描
いてみました。൴の黒Τφ
メルのアクγϣンɾϖイン
ςィングはまさにචのٕ、
ॻそのもの。そういえ͹ア
トリΤがڱくなったと൴が
୰いたら、࠺の-ɾクラス
φーは “֎で΍れ͹ʁ౦༸
ਓはそうしてるでしΐ” と
ったそうです」（浅葉）ݴ

「 “ޫ の ྠ” の よ う に、 ク
レーターのԑがًいて見え
る。コントラストをཱࡍた
せることで、この情ܠのෆ
思ٞ感をさらにڧ調してみ
ました。γϟυウ෦には細
かなディςールを銀で࡮
り、スミ�色の෦෼にも๛
かで繊細な調子を表現しま
した」（長谷川）

൛ߏ੒ ൛ߏ੒

ポイントと解આ
POINT & COMMENTARY

「จࣈは点から࢝まりま
す。そこをى点に、ى

き
ච
ͻつ

、
ૹ
そう

ච
ͻつ

、 ऩ
しΎう

ච
ͻつ

とචをਐませ
จࣈになっていく。まさに
宇宙の࢝まりという感͡で
もあり、ਓؒの一൪の原
点。গなくともここを஌ら
ないと中ࠃ、日本のจԽは
わからないؾがします」

（浅葉）

「柔らかなグレーの色調が
純白の世界を૝像させる美
しくも印象的な情ܠ。ライ
ト෦෼の表現はあえて銀の
みで࡞り、クールでハイ
キーな世界を目指しまし
た。一見、׬શなモノクロ
ですが、࠷γϟυウҎ֎に
は΄とんどスミを使用して
いません」（長谷川）

▶グロスニス ▶グロスニス

▶�特色スミ ▶�特色スミ

▶特色スミ ▶特色スミ

▶特色スミ ▶特色スミ

▶特色グレー ▶特色グレー

▶�特色銀 ▶�特色銀

E P I S O D E E P I S O D EP O I N T P O I N T

ӈ上のච৮のデΟςール ӈ上のච৮のデΟςールメイン写真のデΟςール メイン写真のデΟςール

用ɹɹ紙：ハイマッキンレー（マットエレΨンス）
ɹɹɹɹɹ࢛࿡൑ɹ���Lg
版の構成： 特色銀（金ࠞೖ）ɣ 特色グレーˠ特色ス

ミ（金ࠞೖ）ɣ 特色スミ（金ࠞೖ）ɣ 特色
スミ（スリーエイト）ɣ グロスニス
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൛ߏ੒

「自෼のखに墨をつけて描
いてみた “खॻಓ” です。޽

ͪまた

でも૬๾औりのख形がֹ૷
されているのをよく見かけ
ますが、ख形をつけるの
は、ਓؒの “΍ってみる”
ことの一൪基本とݴえるの
かもしれない。まさにਓؒ
のखのࠟ੻そのものではな
いでしΐうか」（浅葉）

「ਫ銀のようにも墨ोのよ
うにも見えるϚグϚのよう
な質感をڧ調するため、ߗ
く্͛࢓たスミ版で֨ࠎを
つくり、絵ฑのོى෦෼を
銀のみで組みཱて、そのき
わを銀がスミをは͡くよう
に表現しました」（長谷川）

「ある高ߍ生がචໟを਺え
たら໿�ઍ本あったとڭえ
てくれました。コンϐϡー
タなら�本のઢです、චに
は�ઍഒのઢがあるわけで
す。これはಓڭのݹ代จࣈ
で、ࣈ׽の “ൺ” にあたる
もの。౦༸ਓがつくったจ
の原点の一つとして഑しࣈ
てみました」（浅葉）

「繊細なᚧঢ়の᧣
ͻだ

をしっか
りと再現するために、ハイ
ライト෦とγϟυウ෦をந
出して版を設計。銀を使う
ことで、໌度と質の૒ํを
௥ٻしています。一見、黒
ベタに見える࠷γϟυウ෦
にまで繊細な調子を࣋たせ
ました」（長谷川）

൛ߏ੒

▶グロスニス ▶グロスニス

▶�特色スミ ▶�特色スミ

▶特色スミ ▶特色スミ

▶特色スミ ▶特色スミ

▶特色グレー ▶特色グレー

▶�特色銀 ▶�特色銀

E P I S O D E E P I S O D EP O I N T P O I N T

ӈ上のච৮のデΟςール ӈ上のච৮のデΟςールメイン写真のデΟςール メイン写真のデΟςール

用ɹɹ紙：ハイマッキンレー（マットエレΨンス）
ɹɹɹɹɹ࢛࿡൑ɹ���Lg
版の構成： 特色銀（金ࠞೖ）ɣ 特色グレーˠ特色ス

ミ（金ࠞೖ）ɣ 特色スミ（金ࠞೖ）ɣ 特色
スミ（スリーエイト）ɣ グロスニス

用ɹɹ紙：ハイマッキンレー（マットエレΨンス）
ɹɹɹɹɹ࢛࿡൑ɹ���Lg
版の構成： 特色銀（金ࠞೖ）ɣ 特色グレーˠ特色ス

ミ（金ࠞೖ）ɣ 特色スミ（金ࠞೖ）ɣ 特色
スミ（スリーエイト）ɣ グロスニス
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トライアルをऴえて
AFTER TRIAL

˔プリンςィングディレクターから

ɹ今回、宇宙のモノクロの写真と薄墨の世界を重ね合わ

せたいという͓࿩をいただいて、印࡮で何か二つをつな

͛るఏҊができないかとߟえ、思いいたったのが銀のイ

ンキでした。銀は௨ৗのグレーよりも໌るくクールな印

象があります。銀なら、淡い薄墨を浅葉ઌ生の世界؍に

ۙͮけることができるのではないかとߟえました。実ࡍ

に実験してみると、ඇৗになめらかでハイキーなグラ

デーγϣンが表現できること、銀の཈੍されたًきが੩

かにޮՌをൃشすることがわかったのです。

ɹ੡版ではモノクロのトーンにೖれ子のように銀をབྷま

せていくという、௨ৗではまͣ試みないような࢐新な版

のつくり込みにも௅ઓしました。実はかなりυキυキし

ながら設計したのですが、݁Ռは、ޫでඍົにมԽする

໘白さもՃわるなどྑい݁Ռを生んでくれました。

ɹこれらの写真はNASAの火星探査機Ϛーζɾリコωα

ンスɾΦーϏター（.30）に౥ࡌされた高解像度撮像

૷置「)J3*S&」で撮影された火星の஍表です。ňيಓӴ

星্からのݦඍڸը像ŉ とݺ͹れる΄どૉ੖らしい解像

度があるので、#�αイζに֦େしてもඇৗにີ度の高

いը像になっています。宇宙からݦඍڸでのぞくよう

に、ͥͻポスターをルーϖでのぞいてみてください。印

཭感をָしんでいただきたいとڑഔମを௨して宇宙の࡮

思います。

 ʕʕ 長谷川 太二郎

˔トライアルをऴえて

ɹたい΁ん໘白かったです。火星の写真では、火星ਓが

描いたとしか思えない “点” にも出会えたし、1%の長谷

川さんがࢲのߟえまでわかって表現をつくり込んでくれ

たのもخしかったし、このすごい火星の写真にਓؒのࠟ

੻をどう΍ってプラスするかはେมでしたが、一つͻと

つのプロセスは໘白かったです。

ɹ印࡮実験という໘では、印࡮のバルール、深さのすご

さをվめて感͡ることができ、ಉ࣌にとてもษڧになり

ました。グラϑィοクデβイφーはൺֱ的表໘的なύ

ターンでऴわってしまうことがଟいのですが、もっとԞ

きを使っていけ͹よりすごいものができるのではないߦ

かと感͡させてくれました。

ɹとこΖで印࡮の໘白さとは何なのか。๻は͡っと見る

ことにあると思います。8&#などのメディアでは「見

た」といってもը໘はいつもྲྀれていますから͡っと見

ଓけることはできません。܁りฦし見ることもない。そ

の点、見たい࣌に何ؒ࣌でも、何೥でも見ଓけることの

できるものが印࡮෺です。

ɹ自෼のҙ思で͡っと見れ͹、そこには新しいൃ見がඞ

ͣあります。ۙ࠷は一つのものを͡っと見なくなってし

まいましたが、͡っと見ているとものすごいことがىこ

りそうなؾがしてきます。෺ࣄを͡っと見ることは実に

重ཁです。デβインとは何か、จࣈとは何か、୎ٿとは

何か。あらΏるものを͡っと見ることから新しいൃ見が

出てくるように思います。

ɹなんとݴっても「印࡮の໘白さ、再ͼʂ」です。その

ためにも、まͣは஍Լの印࡮ത෺ؗで印޻࡮๪を見てく

ださい。׆版は印࡮の原点です。そこからվめてグラ

ϑィοクトライアルを見て、Φϑセοト印࡮がどこまで

くのか֬かめて΄しい。とにかく、自෼もؚめてߦ

「もっともっとษڧしΖよʂ」ということです。ただし、

それは印࡮にݶったことではありません。஍ٿのこと

も、宇宙のことも、特に火星は一൪ۙい࿭星ですから

ね、この機会に͡っくりຯわってみてください。

 ʕ 浅葉 克己

൛ߏ੒

「ଉをとめ、໘૬චを૸ら
せる。するとԼにઢはなく
てもશ然ڰわͣにまっすぐ
何本でもҾくことができま
す。Լはߗいഅのໟのචの
ઌに墨をつけୟいてࢄらし
たもの。どͪらもᑵॻ��೥、
૲ॻ��೥のྟॻによって
よう΍くॻけるようになっ
たචḝです」（浅葉）

「੾りཱったོىが黒の஍
表にくっきりと浮かんでい
るように見えます。ࣼ໘の
ハイライト෦は銀、γϟυ
ウ෦はグレーとスミを中৺
に黒の調子をつくり込Ήこ
とで、ରൺのົをૂいなが
ら黒໘に銀をજり込ませる
ことでશମの調࿨をとりま
した」（長谷川）

▶グロスニス

▶�特色スミ

▶特色スミ

▶特色スミ

▶特色グレー

▶�特色銀

˞バルールʲWBMFVS （r෹）
色Ձ。画໘に͓ける部Ґ間の色相、明度、
彩度の相ؔؔ܎から生͡る色彩効果のこと。

E P I S O D E P O I N T

ӈ上のච৮のデΟςール メイン写真のデΟςール

用ɹɹ紙：ハイマッキンレー（マットエレΨンス）
ɹɹɹɹɹ࢛࿡൑ɹ���Lg
版の構成： 特色銀（金ࠞೖ）ɣ 特色グレーˠ特色ス

ミ（金ࠞೖ）ɣ 特色スミ（金ࠞೖ）ɣ 特色
スミ（スリーエイト）ɣ グロスニス
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